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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本研究では,老化促進モデルマウスSAMP9に,加齢とともに発症する白内障の,発症の為の必要因
子である,硝子体血管系 (HVS)遺残の遺伝様式が検討された｡
HVS遺残を有するSAMP9マウスと,HVS遺残を示さないSAMRlマウスが交配された｡Fl及び
SAMP9マウスへの戻 し交配の結果より,HVS遺残には,Ⅹ-linkeddominantpathogenicgene及び
autosomalepistaticdominantpathogenicgeneの,少なくとも2つの主働遺伝子が関与するこという遺伝
様式が提唱された｡また,SAMの12系とSAM以外の近交系マウス8系統のHVS遺残の頻度が検索さ
れた｡その結果,SAMの6系統に異なった頻度でHVS遺残が観察され;HVS遺残に影響を与える修飾
遺伝子の存在も明らかにされた｡
以上の研究は,HVS遺残の責任遺伝子を明らかにする為に必要な,基本的な情報を与え,SAMP9に
みられる白内障発症機構の解明,さらには,ヒトで認められる一次硝子体過形成遺残の発症機構の解明に
寄与するところが多い｡
従って本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお本学位授与申請者は,平成9年1月30日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認め
られたものである｡
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